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【背景】Brugada症候群における完全皮下植込み型除細動器（S-ICD）の有用性が期待されているが，

Brugada症候群は心電図の変動を認めるため，通常の S-ICD心電図スクリーニングのみでは T波

oversensing（TWOS）による不適切作動の予測が困難な可能性がある．【方法】S-ICD植込みを行っ

た Brugada症候群 6例（男性 6例，診断時平均年齢 35.8± 9.1歳）を対象とした．全例で S-ICD植

込み前に通常の心電図スクリーニングに加え，ピルシカイニド投与中（1mg/kg）の心電図スクリーニ

ングを行い，S-ICD植込み後の TWOSによる不適切作動の予測に有用か否か，検討した．【結果】平

均 192日のフォローアップ期間中に心室細動による適切作動は認めなかった．通常のスクリーニ

ング検査では全例で植込み適合基準を満たしていたが，薬物負荷中に 2例（33%）で不適合となり，

うち 1例で術後の運動負荷試験中に TWOSを認めた．しかし，通常時と薬物負荷中のスクリーニ

ング検査で共に植込み適合基準を満たしていた 1例（17%）において，運動中に TWOSによる不適

切作動を認め，術後の運動負荷試験中の設定変更後も TWOSによる不適切作動の再発を認めた．

【結論】Brugada症候群において，薬物負荷試験中のスクリーニング検査は S-ICD植込み後に TWOS

を起こしうる症例の同定に有用な可能性がある．しかし，TWOSの予測が困難な症例も存在し，薬

物負荷試験中のスクリーニング検査結果に基づいた S-ICD植込み適応の決定は困難である可能性が

示唆された．
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